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審査要旨 (20 0 0字以内)

2011年に発生した東北地方大津波の際には、コ ンク リート構造物が倒壊する と共に、海

岸植生の殆どが倒壊した。琉球諸島における明和津波は、沿岸に巨大な津波石を発生させ

た。古文書等には巨木等も倒壊したことが記されている。津波力による研究は古くから行

われているものの、 20日年の東北地方津波以来、巨大津波の津波力を再検討する必要性が

指摘されている。本研究では、 実験的及び数値計算的に巨大津波による衝撃波圧、重複波

圧の分布特性が明らかにされると共に、運河を用いた津波減災の効果が調べられている。

本論文は 5つの章で構成されている。第 1章では本研究の位置づけと目的が述べられて

おり 、第 5章で結果や課題がまとめられている。第 2章では関連する研究の概要が述べら



(次頁へ続く)

審査要旨

れている。第3章で構造物に作用する衝撃波圧が実験的に調べられた上で、 MPSによる数値

計算との比較が行われている。第4章では運河を利用した津波減勢効果が実験的に調べら

れた上で、数値計算の精度検討及び丘と運河との複合効果による津波減勢作用が調べられ

ている。

海岸構造物に作用する津波力については、 ASAKURAら (2002)の研究が参照されて来た。

しかしながら、 2011年の東北地方巨大津波が発生するに及び多くの研究者によって、巨大

津波の津波力が詳細に検討されるようになってきた。 SAKAKIYAMA(2014)は、実験的に津

波の重複波圧を調べ、衝撃波圧の作用に比べて重複波圧の合力の方が大きいことを指摘し

、ASAKURAらの算定式の修正を行うと共に、 3次元構造物の波圧分布に対する波作用最大高

さをベルヌーイの定理による波圧と関連付けている。

本研究では、実験的に衝撃波圧特性を調べ、入射津波高と同程度の高さの構造物に作用

する水平波力としては衝撃波圧の方が重複波力より大きくなることを示した上で、衝撃圧

の発生と津波の衝突との関係を明らかにしている。さらに、衝撃圧の最大波圧分布と既存

の波圧算定公式との比較を行っている。衝撃波圧の最大波圧分布は、既存公式が推定する

波圧値の1.6~2倍ほど高い値を示している。 ASAKURAらが最大水平j皮力の発生位相における

フルード数に着目したのに対し、 SAKAK1YAMAは、入射津波の最大水位におけるフルード数

に着目して波圧算定式(最大水位算定式)を与えている。これらに対して、本研究は、構

造物近くで計測できる水位及び流速に着目して、それらから得られる比エネルギーを波カ

算定に適用した方法の提案を行っている。提案する算定式は実験値と比較的良く一致して

いる。実験結果は、 MPSを利用した数値計算値と比較されている。衝撃波圧の発生は計算値

と実験値とに相違を示しているものの、全体的なi皮圧分布及び波圧の時間変化は比較的よ

く一致している。

本論の後半部分では、運河を用いた津波減勢効果が実験及び数値計算により調べられて

いる。運河が津波減勢効果を有することは、 2011年の東北地方大津波に対して作用した貞

山運河の効果からも明らかにされている。実験では、津波伝播に伴う浸水深、流速、津波

到達時間等が明らかにされている。その結果、運河は津波フロントの流速の減勢に効果を

持つこと、さらに津波フロントの到達時間の遅延に効果を有することが明らかにされてい

る。実験結果は、 MPSを用いた数値計算結果と比較され、数値計算結果の妥当性が示されて

いる。さらに、数値計算の応用として、運河に加えて土手を築造した場合の津波減勢効果

を調べ、複合効果がさらに高い津波減勢効果を有することを明らかにしている。

したがって、本研究成果は工学的に有用であり、提出された学位論文は博士の学位論文

に相当するものと判断し学位論文の審査を合格とする。また、論文発表会における発表な

らび、に質疑応答において、申請者は専門分野および関連分野の十分な知識ならびに十分な

研究能力を有していることが確認できたので最終試験を合格とする。


